



























 2012 年 12 月 15 日，小雨が降る中，豊島区中高生センター ジャンプ長崎で，中高生向け
に「としま哲学カフェ」が開催され，私は進行のお手伝い役としてこのイベントに参加した。
この時に感じたこと，考えたことをここに述べる。 





























































































 この日「再検討の対象」とされたのは,「震災後の私たちの生活」だった。訪れた約 15 名
のいわき市在住者や出身者，いわき市で仕事をされている方々は，部屋の中で円を作り，さ
っそく対話を始めた。 
 みなさんの生活について，ここで一緒に考えていきたいことはありますか？ ―ファシリ
テーターがこう問いかけると，様々な問いが参加者の中から出てきた。「震災後変えたこと変
わったこと」，「今の生活で変えたいと思うこと」「震災によって失ったものと得たもの」「震
災病になったか」という変化を問うものから，「当事者と傍観者の温度差」といった当事者と
の意識のずれを話し合いたいという人もいた。 
 テーマを決めたのち，私たちは「変化」，特に「何が変わったか」についてまず話し合った。
資源が有限であることに気づいたという人もいれば,明日がやってくるかもわからないとい
う日常に対する不安を語る人，生まれ育った地の変化から自分のアイデンティティが損なわ
